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大
増
税
に
怒
り
減
免
制
度
の
活
用
を 

ふ
る
た
に
清
子
の 
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市
議
会 

報 

告 

総
合
計
画
は
農
林
業
に
も
力
点
を 

古
谷
清
子
議
員 

６
月
よ
り
住
民
税
が

大
幅
に
増
え
、
納
税
通
知
を
み
て
、「
あ

ま
り
の
増
額
に
び
っ
く
り
し
た
」
と
か

「
わ
ず
か
の
年
金
で
食
べ
る
の
が
や
っ

と
の
生
活
な
の
に
、
そ
の
年
金
も
ど
ん
ど

ん
減
っ
て
い
る
」
と
か
「
昨
年
に
比
べ
十

倍
に
な
っ
て
い
た
」
と
い
う
怒
り
の
声
が

あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
聞
か
れ
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
定
率
減
税
の
半
分
が
廃
止
さ

れ
、
老
年
者
控
除
が
な
く
な
り
、
今
ま
で

課
税
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
家
庭
が
一

気
に
大
幅
な
増
税
と
な
り
、
「
何
か
の

間
違
え
で
は
な
い
か
」
と
い
う
問
い

合
わ
せ
の
電
話
や
抗
議
の
電
話
が
鳴

り
響
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
昨
年

に
引
き
続
き
今
年
は
、
定
率
減
税
が

全
廃
さ
れ
、
さ
ら
に
住
民
税
の
増
額

に
な
り
ま
し
た
。 

今
年
も
税
務
課
の
電
話
は
鳴
り
響

き
、
窓
口
に
直
接
来
ら
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
、
何
件
ぐ
ら
い
あ
り
ま
し
た
か
。

白
木
総
務
部
長 

６
月
１
３
日
ま
で

６
３
０
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。
そ
の

な
か
に
、「
な
ぜ
上
が
っ
た
の
か
」「
市

長
の
せ
い
だ
」
「
悪
代
官
み
た
い
」
と

言
わ
れ
る
が
制
度
改
定
の
た
め
だ
。 

古
谷 

本
市
全
体
で
の
増
税
額
と
一

人
当
た
り
平
均
額
は
い
く
ら
か
？ 

白
木 

市
民
税
が
１
２
億
７
０
０
０

万
円
増
。
そ
の
う
ち
一
律
減
税
廃
止

で
約
３
億
円
、
老
齢
者
負
担
軽
減
廃

止
で
約
１
０
０
０
万
円
の
増
。
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
一
律
減
税
廃

止
で
、
最
大
２
万
円
増
で
あ
る
。 

古
谷 

住
民
税
増
税
に
伴
う
、
公
共
料

金
へ
の
影
響
ど
う
か
？ 

白
木 

保
育
料
な
ど
は
税
額
の
大
小

で
判
断
し
な
い
し
、
今
回
は
、
影
響

し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。 

古
谷 

税
源
移
譲
に
よ
り
、「
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
」
と
は
？ 

白
木 

税
源
移
譲
に
よ
り
自
治
体
の
自

主
財
源
と
な
り
、
受
益
と
負
担
が
明
確

に
な
り
責
任
も
重
く
な
る
。 

古
谷 

本
市
に
は
住
民
税
の
減
免
措
置

が
あ
り
ま
す
か
。 

白
木 

災
害
や
収
入
の
激
減
な
ど
で
、

住
民
税
の
減
免
制
度
は
あ
る
。
そ
れ
は

納
税
通
知
書
に
書
い
て
い
る
。 

古
谷 

地
方
税
法
の
６
条
に
「
地
方
公

共
団
体
は
公
益
上
そ
の
他

の
事
由
に
よ
り
課
税
を
不

適
当
と
す
る
場
合
に
課
税

し
な
い
こ
と
が
で
き
る
」

と
あ
り
、
市
民
に
親
切
に

知
ら
せ
大
い
に
活
用
さ
す

べ
き
だ
。 

※ 

最
後
に
古
谷
議
員

は
、
そ
も
そ
も
、
こ
の
よ

う
な
大
幅
増
税
の
原
因

は
、
自
民
・
公
明
政
権
の

定
率
減
税
廃
止
で
あ
る
。

口
実
の
年
金
財
源
に
は
２

割
し
か
使
わ
ず
、
あ
と
は

大
企
業
と
大
金
持
ち
に
大

減
税
し
、
こ
れ
が
格
差
拡

大
の
さ
か
さ
ま
政
治
だ
。

直
ち
に
た
だ
す
必
要
が
あ

る
と
述
べ
ま
し
た
。 

古
谷
清
子
議
員 

  

① 

岩
国
市
総
合
計
画
の
中
で
「
農
林
水

産
業
の
役
割
」
と
具
体
的
取
組
に
つ

い
て
、
ま
た
、（
市
民
と
行
政
の
役

割
）
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
聞

く 

井
原
市
長 

  

岩
国
市
総
合
計
画
の
中
の
農
水
産
業
に

つ
い
て
。
基
本
構
想
に
よ
り
、
基
本
計

画
を
定
め
た
も
の
で
、
こ
れ
は
今
後
、

１
０
年
間
の
方
向
性
を
定
め
た
も
の

で
、
ま
ち
づ
く
り
は
広
大
な
地
域
を
有

し
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
、
行
政

だ
け
の
力
で
は
で
き
な
い
。
市
民
と
一

体
に
な
っ
て
出
来
る
と
思
う
。
目
標
と

し
て
、
県
東
部
の
中
核
都
市
を
目
指
し
、

３
つ
の
理
念
、
６
つ
の
目
標
を
市
民

と
協
働
・
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
、
さ

ら
に
５
つ
の
施
策
目
標
を
掲
げ
、
現

状
と
目
標
を
数
値
化
し
て
今
後
１
０

年
間
、
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。 

古
谷 

遊
休
農
地
が
岩
国
市
だ
け
で

な
く
全
国
的
に
増
加
し
て
い
る
。
そ

こ
か
ら
災
害
が
発
生
し
、
迷
惑
、
怒

り
、
不
安
の
声
を
聞
く
。
後
継
者
不

測
は
論
を
待
た
な
い
が
、
遊
休
農
地

活
用
の
手
建
て
が
あ
る
か
聞
き
た

い
。 

井
原 

遊
休
農
地
は
増
大
し
て
い
る
。

１
２
月
議
会
で
も
質
問
が
あ
っ
た
が

１
８
年
度
は
、
イ
、
山
口
型
水
田
放
牧

は
、
１
８
箇
所
で
８
、
８
㌶
、
ロ
、
中

山
間
地
直
接
支
払
制
度
は
、
８
５
協

定
、
８
４
１
㌶
、
ハ
、
認
定
農
業
者
は
、

７
９
名
で
あ
る
。 

古
谷 

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

策
の
取
組
と
支
援
に
つ
い
て
、
ま
た

モ
デ
ル
事
業
の
説
明
を
求
め
る
。 

井
原 

こ
れ
は
、
農
業
者
の
み
な
ら

ず
、
自
治
会
、
子
ど
も
会
な
ど
含
め

て
、
国
・
県
・
市
が
そ
の
事
業
を
補

助
す
る
。
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
環

境
保
全
は
、
１
０
ア
ー
ル
当
た
り
水

田
で
４
４
０
０
円
、
畑
は
２
８
０
０

円
補
助
す
る
。
今
年
度
は
、
１
０
地

区
（
周
東
は
６
地
区
、
由
宇
・
玖
珂
・

錦
・
美
和
が
各
１
地
区
）
３
９
４
㌶

で
、
平
成
１
９
年
か
ら
２
３
年
ま
で

 

井
原
勝
介
市
長
は
、
８
月
４
日
、
東
京
の

銀
座
数
寄
屋
橋
有
楽
町
マ
リ
オ
ン
前
で
、

国
の
横
暴
を
訴
え
、
新
庁
舎
建
設
募
金
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。 
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５
年
間
で
、
増
加
も
考
え
ら
れ
る
。 

古
谷 

農
産
物
へ
の
理
解
が
必
要
で
あ

る
。
ま
ず
地
産
地
消
に
つ
い
て
具
体
的
に

説
明
を
求
め
る
。 

 

武
居
農
林
水
産
部
長 

 

管
内
で
朝
市
は
４
５
箇
所
。
県
が
薦
め
る

食
菜
店
は
８
箇
所
な
ど
あ
り
、
学
校
給
食

に
メ
ニ
ュ
ー
提
供
も
し
て
い
る
。 

古
谷 

各
地
で
、
こ
こ
バ
ラ
バ
ラ
に
や
っ

て
い
る
感
じ
だ
。
学
校
給
食
に
は
量
や
形

と
か
条
件
が
あ
る
。
今
治
市
な
ど
は
、
地

産
地
消
都
市
宣
言
を
し
、
全
地
域
で
取
組

を
し
て
い
る
が
知
っ
て
い
る
か
。 

武
居 

知
ら
な
い
、
し
か
し
、
地
産
地
消

に
も
色
々
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
都
市
宣

言
な
ど
は
考
え
て
い
な
い
。 

古
谷 

ぜ
ひ
、
研
修
に
行
っ
て
力
を
入
れ

て
ほ
し
い
。
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
農
業
を

や
ろ
う
と
し
て
も
、
農
地
法
の
５
反
以
上

と
言
う
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
中
山
間
地
域

の
農
業
を
守
る
た
め
に
も
緩
和
策
を
講

じ
る
べ
き
だ
。 

内
山
総
合
政
策
部
長 

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン

法
と
農
地
法
は
別
々
だ
。
し
か
し
検
討

は
し
て
い
く
。 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
活
用
で
医
療
費
の

引
き
下
げ
を 

古
谷
清
子
議
員 

新
薬
の
特
許
は
、
２

０
年
か
ら
２
５
年
で
あ
る
が
、
期
限
が

切
れ
れ
ば
別
会
社
が
半
額
ぐ
ら
い
で
造

れ
る
。
薬
効
は
変
わ
ら
ず
、
平
均
、
半

額
で
出
来
る
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
の
で
、
市
民
に
知
ら
せ
せ
る
事
が
大

切
だ
。
本
市
で
は
、
関
係
機
関
と
協
議

さ
れ
た
か
。 

高
木
健
康
福
祉
部
長 
岩
国
市
の
国
保

財
政
で
、
調
剤
費
は
、
一
般
（
１
１
億

円
）
退
職
者
（
１
１
億
円
）
高
齢
者
（
２

７
億
円
）
で
あ
る
。
普
及
、
促
進
す
れ

ば
、
患
者
負
担
軽
減
や
国
保
財
源
節
約

に
な
る
。
国
に
お
い
て
も
努
力
し
て
い

る
。
国
保
運
営
協
議
会
で
も
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。 

古
谷 

農
地
を
株
式
会
社
に
で
は
な

く
、
や
り
た
い
人
の
た
め
に
努
力
し
て

も
ら
い
た
い
。 

古
谷 

部
長
は
前
向
き
に
対
応
す
る
と

言
わ
れ
た
。
ぜ
ひ
、
関
係
機
関
と
早
く

協
議
を
始
め
て
ほ
し
い
。 

高
木 

平
均
５
割
安
く
な
る
と
国
保
の

健
全
化
に
な
る
が
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
に
つ
い
て
、
日
本
医
師
会
が
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
し
て
お
り
、
色
々
問
題
あ

る
よ
う
だ
。
医
師
会
と
も
今
後
協
議
す

る
。 

古
谷 

こ
の
こ
と
を
早
く
市
民
に
知
ら

せ
る
こ
と
。
ま
た
「
私
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
を
希
望
し
ま
す
」
と
書
い
た

カ
ー
ド
を
見
せ
て
、
医
師
に
や
っ
て
も

ら
う
手
も
あ
る
よ
う
だ
。 

安安安
心心心
ででで
ききき
るるる
放放放
課課課
後後後
児児児
童童童
教教教
室室室
ををを   

古
谷
清
子
議
員 

 

今
年
度
、
文
部
科
学
省
及
び
厚
生
労
働

省
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
放

課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
の
「
放
課
後
子

ど
も
教
室
推
進
事
業
」
に
つ
い
て
、
岩

国
市
の
現
状
と
今
後
の
取
組
を
聞
き
た

い
。 

磯
野
教
育
長 

こ
の
事
業
の
特
徴
は
、
現
在
、
厚
生
労

働
省
が
取
組
、
本
市
で
も
実
施
し
て
い

る
（
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
）
、
つ

ま
り
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）
と
連
携

を
し
、
推
進
す
る
も
の
で
す
。
平
成
１

８
年
度
ま
で
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
に

大
変
好
評
で
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た

「
地
域
子
ど
も
教
室
」
を
継
続
す
る
意

味
に
お
い
て
も
、
本
年
度
か
ら
の
「
放

課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」
へ
の
移

行
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
の
事
業
と
大
き
な
違
い
が
あ
り
、

事
業
実
施
を
見
送
り
ま
し
た
。
本
年
度

に
お
き
ま
し
て
は
国
や
県
の
方
針
を
し

っ
か
り
把
握
し
、
問
題
点
の
解
決
方
法

を
探
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

古
谷
清
子
議
員 

児
童
健
全
育
成
事
業

で
、
基
準
開
設
日
数
（
２
５
０
日
）
の

設
定
は
、
ク
リ
ア
ー
で
き
る
か
。 

高
木
健
康
福
祉
部
長 

規
準
開
設
日
数

は
、
山
口
県
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営

指
針
で
示
さ
れ
て
、
授
業
日
２
０
０
日
、

長
期
休
暇
日
４
５
日
（
土
、
日
、
祝
日

を
除
く
）
、
ク
ラ
ブ
運
営
上
必
要
な
開
所

日
（
授
業
参
観
、
運
動
会
な
ど
）
５
日

を
想
定
し
た
も
の
。
放
課
後
教
室
も
本

年
６
教
室
加
わ
り
、
現
在
３
１
教
室
を

運
営
。
土
曜
日
保
育
も
２
５
教
室
で
実

施
。
ご
指
摘
の
２
５
０
日
は
開
所
で
き

ま
す
。
由
西
・
神
東
・
美
和
・
装
束
・

小
瀬
の
５
放
課
後
児
童
教
室
は
希
望
者

が
あ
れ
ば
開
所
し
ま
す
。 

古
谷 

放
課
後
児
童
教
室
が
、
７
１
人

以
上
の
大
規
模
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
今
後

の
運
営
を
聞
く
。 

高
木 

７
１
人
以
上
の
同
教
室
は
、
現

公
用
バ
ス
の
運

用
は
前
向
き
に 

古
谷
清
子
議
員 

公
用
バ
ス
の
運
営

は
各
地
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
が
ど
う

思
う
か
、
現
状
と
、
運
用
に
つ
い
て

尋
ね
ま
す
。 

白
木
総
務
部
長 

新
市
に
な
っ
て
、

公
用
バ
ス
は
、
７
総
合
支
所
合
計
で

４
５
台
。
稼
働
は
、
１
７
年
が
６
３

０
回
、
１
８
年
が
４
７
０
回
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
運
営
は
、
独
自
判
断
で
あ

っ
た
が
、
地
域
の
現
状
も
考
慮
し
て

統
一
基
準
作
成
を
検
討
す
る
。 

古
谷 

検
討
中
と
の
事
だ
が
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
運
用
す
る
の
か
。 

白
木 

公
用
車
使
用
は
、
公
務
以
外
出

来
な
い
が
、
県
と
か
市
が
か
か
わ
れ

ば
使
え
る
よ
う
に
し
た
い
。 

 

在
、
岩
国
・
麻
里
布
・
平
田
・
愛
宕
の
４

教
室
が
該
当
し
ま
す
。
県
の
指
針
で
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
児
童
の
情
緒
の
安
定

や
事
故
防
止
を
図
る
観
点
か
ら
、
施
設
を

分
割
し
て
運
営
す
る
の
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

古
谷 

学
童
保
育
を
充
実
す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
長
期
休
暇
中
に
８
時
間
ク
リ

ア
ー
し
て
い
る
か
、
来
年
度
も
ク
リ
ア
ー

出
来
る
か
。 

高
木 

子
ど
も
支
援
課
で
、
教
員
を
増
や

し
、
昨
年
か
ら
時
間
延
長
（
休
日
に
、
８

時
か
ら
１
８
時
ま
で
で
ク
リ
ア
ー
）
し
て

い
る
。 

 

※ 

教
育
次
長
が
問
題
点
あ
る
が
、
努

力
し
て
い
く
と
述
べ
ま
し
た 

 


